
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

地
域
の
皆
様
に
は
新
年
を
、
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
拝
察
し
、
謹
ん
で
お
慶

び
申
し
上
ま
す
。 

 

 

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
、
世
界
中
に
蔓
延
し
一
０
０
年
に
一
度
の
大
変

な
年
で
し
た
。
願
い
は
、
一
日
も
早
く
鎮
静
化
し
平
常
の
生
活
に
戻
り
た
い
も
の
と
、

切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

改
め
ま
し
て
こ
こ
で
、
三
入
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
現
体
制
に
つ
い
て
、
ご
紹

介
を
致
し
ま
す
。 

 

福
祉
協
力
員
部
会
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
部
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会
・
広
報
部
会

の
四
部
会
制
を
敷
き
、
そ
れ
ぞ
れ
専
任
の
部
会
長
並
び
に
事
務
局
員
を
配
置
し
て
い

ま
す
。 

 

ま
た
各
地
区
（
上
町
屋
・
下
町
屋
・
桐
原
・
南
原
）
よ
り
副
会
長
四
名
が
、
当
該
地

区
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

地
区
担
当
副
会
長
は
、
そ
れ
ぞ
れ
地
区
内
の
福
祉
関
係
の
窓
口
の
役
割
を
担
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
用
命
ご
相
談
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

・
会
計 

 

・
・
専
任
で
金
銭
収
支
の
取
り
扱
い 

・
事
務
局
長
・
・
事
務
局
の
総
括
並
び
に
各
部
門
の
調
整
役 

・
地
域
福
祉
推
進
委
員
・
・
三
入
地
区
内
の
福
祉
全
般
の
推
進
調
整
並
び
に
安
佐
北
区

社
会
福
祉
協
議
会
と
の
パ
イ
プ
役 

・
広
報
・
・
年
二
回
（
昨
年
は
一
回
）
全
会
員
宛
に
、
社
協
み
い
り
の
発
行
配
布 

・
役
員
会
・
・
ほ
ぼ
月
一
回
開
催
し
、
福
祉
業
務
の
推
進
に
取
り
組
み 

・
研
修
会
・
・
年
二
〜
三
回
、
役
員
と
関
係
者
を
対
象
に
外
部
講
師
を
招
き
開
催 

・
代
議
員
会
・
・
（
総
会
に
相
当
）
年
一
回
、
五
月
に
開
催 

（
代
議
員
は
各
地
区
の
自
治
・
町
内
会
長
並
び
に
、
各
種
団
体
長
で
構
成
） 

 

私
ど
も
三
入
地
区
社
協
と
し
て
も
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
自
立
と
支
え 

あ
い
の
地
域
づ
く
り
」
へ
向
か
っ
て
、
更
な
る
向
上
を
目
指
し
諸
施
策
を
進
め
て
ま

い
る
所
存
で
す
。 

 

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
、
年
頭 

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

 (1)  第 89 号          社 協 み い り              令和 3 年 1 月 1 日 

・目 次  １ぺージ：新年のご挨拶、バイパス開通お祝い ２ページ：令和１年度決算、応援金支給  

３ページ：コロナの予防、福祉協力員便り  ４ページ：おくやみ、愛の灯、表彰者紹介 
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・ 社協みいり(カラー原稿)は安佐北社協 ＆ 三入ホームページ:社会福祉協議会で検索 発行部数 ２,45０部 

第 8 9 号 

2021 年 1 月 

 
＜2020年10月現在＞ 

・総人口 8,116人 

・世帯数 3,682世帯 

新
年
の
ご
挨
拶 

三
入
地
区
社
会
福
祉
協
議
会 

 

会 

長  
 

佐 

々 

木 

和 

治 

令
和
２
年
８
月
９
日
に
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

招
待
者
（
区
長
・
警
察
・
消
防
各
署
長
・
市
議
・
自

治
連
会
長
・
交
通
安
全
支
部
長
）
ご
参
列
の
も
と
、
神

事
・
各
行
事
が
無
事
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

三
入
和
太
鼓
の
音
と
共
に
、
白
バ
イ
の
先
導
で
、
パ

ト
カ
ー
・
防
犯
パ
ト
・
消
防
車
の
パ
レ
ー
ド
を
三
入
小

の
児
童
や
多
く
の
地
元
住
民
が
見
送
り
、
桐
原
バ
イ
パ

ス
の
開
通
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。 

桐
原
地
区
の
【
バ
イ
パ
ス
道
路
開
通
お
祝
い
】 安佐北３区９４０号線 通称【桐原バイパス】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2)  第 89 号          社  協  み  い  り    令和 3 年 1 月 1 日 

 

 

三入地区社会福祉協議会／令和１年度決算

決算額 合計／１,948,519円

電話料収入
0円

収入の部

寄付金収入
356,000円

区社協助成
950,240円

事務費 410,058円

・維持経費・旅費交通費

・事務消耗品

・通信運搬費・慶弔費

区社協会費

108,100円

福祉事業費

639,680円

・福祉のまちづくり総合
推進事業

・近隣ミニネットワーク
・いきいきサロン
・区社協自主事業

広報費

38,730円

社協みいり

年/２回発行

会議費
32,118円

負担金

17,590円

雑収入

11,136円

ｺﾐｭﾆﾃィ推進費 324,585円

・敬老会・成人祝・盆踊り

・生活改善運動

・ふれあいフェスティバル

団体助成金

25,000円

繰り出し金60,000円

・ボランティアバンク支援

支出の部

前年度繰越金

300,943円

会費収入216,200円

自治・町内会より

100円×2,162世帯

賛助会費

114,000円

(2,000円×57口)

次年度繰越金

292,658円

・新型コロナウイルスの影響感染症の影響に対する 

地域福祉関係団体に対する応援金支給について 

 

 この応援金は、日頃から共助の精神に立って地域住民の生活課題の解決のため様々な活動に取り組んでいる地域

福祉関係団体が、継続的にその活動を行えることが重要であることから、これまで同様の共助の精神に立ち、高齢者

や障がい者、生活困窮者など、新型コロナウィルス感染の影響を受けやすい困難を抱えた人々を様々な形で支援して

きた地域福祉関係団体に感謝するとともに、安心して活動を再開、継続していくことを支援するため、広島市が広島市

社協を通じて支給したものです。 

 住民同士のつながりづくりを進めていくためには、地区社協が各種団体とこれまで以上に連携して福祉のまちづくり

を進めて行く必要が有ることから、地区社協を中心に支給されたものです。 

 三入地区においては、社協他１２団体がそれぞれ１０万円を支給されました。  

【各団体は主旨に従って有効に活用してください】 

 

【団体名】 

・三入地区社会福祉協議会 

・三入学区老人クラブ連合会 

・三入地区女性会 

・市立三入小学校ＰＴＡ 

・三入学区子ども会育成協議会 

・三入学区自主防災会連合会 

・三入地区公衆衛生推進協議会 

・三入学区体育協会 

・三入地区青少年健全育成連絡協議会 

・地域活動連絡協議会三入っ子支援クラブ 

・三入学区町内会自治会連絡協議会 

・三入地区防犯組合連合会 

・安佐北交通安全協会三入支部 

・サロン活動への支援を行いました 

三入地区社協においては、新型コロナウイルス感染症の影
響により、外出や運動の機会が減少している高齢者を対象と
している地域内の「高齢者交流サロン」に体温計の感染予防
品を貸与してその活動を支援することとしました。 
幸い、広島市の「新型コロナウイルス影響感染症の影響に

対する地域福祉活動緊急支援事業」（地域福祉活動について、
その活動に必要な経費の一部を補助する事業）が実施されて
おり、補助金を活用し実施したものです。 
対象サロンは、地区社協に活動を届け出されている以下、

全１２団体です。 
 
①サロン上町屋   ②サロン町屋 
③サロン山倉    ④サロン下町屋 
⑤サロンしあわせ  ⑥サロン青空 
⑦サロン横川    ⑧サロン桃の里 
⑨サロン桐の里   ⑩サロン南原 
⑪サロン金毘羅会  ⑫サロンひまわり 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3)  第 89 号          社 協 み い り              令和 3 年 1 月 1 日 

 

 

 

「３密（密閉、密集、密接）」を避け「人との距離確保」「マスクの着用」「手洗い」を心がけましょう 

 

✱毎日、体温を計測し、体調を確認しましょう ✱体調の悪いときは休みましょう 

✱病状がなくてもマスクを着用しましょう   ✱こまめに、水と石けんで丁寧な手洗い 

✱１時間に２回以上の換気をしましょう     ✱お互いの距離はできるだけ２ｍ以上に 

✱会話をする際は、正面に立たないようにしましょう 

 

✱マスクを着けて運動をする場合は、無理をせず、早めに休憩を取りましょう 

✱熱中症予防のため、こまめに水分補給や室温を調整しましょう 

 

✱座席は、横並びで座るなどの工夫を行いましょう 

✱料理は個々に分けて、茶菓子は個別包装されたものを選びましょう 

③食器・コップ・箸などは、使い捨てにしたり、洗剤で洗いましょう 

 

～感染拡大を防ぐためのポイント～ 

～体操など身体を動かす時～ 

～食べたり、飲んだりする時～ 

『通いの場に参加するための留意点』 

新型コロナウイルス感染症に気を付けて 

 

福
祉
協
力
員
の
活
動
便
り 

近
年
、
高
齢
化
社
会
が
進
ん
で
い

て
、
私
た
ち
の
地
域
で
も
高
齢
者
の
方

と
の
繋
が
り
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

三
入
地
区
社
協
に
お
い
て
は
、
真
心
の

お
届
け
物
を
す
る
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
こ
の
活
動
に
よ
り
、
地
域
の
お
年

寄
り
の
方
々
と
親
し
み
が
で
き
、
お
声

を
か
け
て
頂
い
た
り
、
ま
た
、
こ
ち
ら

か
ら
も
お
話
を
す
る
機
会
が
増
え
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
身
近
に
私
た
ち
が

い
る
こ
と
を
知
っ
て
頂
け
れ
ば
、
と
て

も
良
い
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
困

り
ご
と
な
ど
が
あ
れ
ば
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。 

 
 

南
原
地
区 

河
野
和
子 

         

福
祉
協
力
員
総
勢
41
名
は
、
日
頃
主

と
し
て
お
一
人
で
お
住
ま
い
の
高
齢

者
の
見
守
り
活
動
を
し
て
お
り
、
１
年

に
２
回
ま
ご
こ
ろ
を
込
め
た
手
土
産

を
用
意
し
て
訪
問
し
て
い
ま
す
。
昨
年

の
暮
れ
は
「
ま
ご
こ
ろ
マ
ス
ク
」
を
お

届
け
し
ま
し
た
。
今
回
は
130
名
の
対
象

者
が
お
ら
れ
ま
す
が
、
前
回
よ
り
10
名

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
大
き
な 

【「
ま
ご
こ
ろ
マ
ス
ク
」
を 

お
届
け
し
ま
し
た
】 

 

・福
祉
協
力
員
（四
十
一
名
） 

☆
太
字
・
地
区
代
表 

  

大
上 

 

正
司
（
上
町
屋
１
区
） 

角
広 

 

忍 

（
上
町
屋
２
区
） 

三
宅 

博
幸
（
上
町
屋
３
区
） 

大
塚 

繁
夫
（
上
町
屋
４
区
） 

佐
々
木
常
義
（
上
町
屋
５
区
） 

岩
本 

 

智
之
（
上
町
屋
新
山
倉
） 

重
河 

 

素
文(

上
町
屋
安
佐
可
台) 

【
上
町
屋
地
区
】（
七
名
） 

☆ 

 

池
田 

秀
行
（
下
町
屋
６
区
） 

熊
谷 

 

栄
子
（
下
町
屋
６
区
） 

川
崎 

晴
美
（
下
町
屋
７
区
） 

隅
田 

義
治
（
下
町
屋
７
区
） 

谷
川 

有
未
（
下
町
屋
７
区
） 

紙
川 

俊
士
（
下
町
屋
７
区
） 

菅
原
ヒ
メ
子
（
下
町
屋
馬
場
） 

【
下
町
屋
地
区
】
（
十
八
名
） 

☆折出 純 子（南原七十三石）◌ 要
因
は
社
協
か
ら
脱
会
さ
れ
た
自

治
会
が
あ
る
た
め
で
す
。 

色
々
と
事
情
は
あ
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
を

考
え
ま
す
と
、
ご
近
所
で
の
共
助
の

構
築
が
一
番
安
心
な
セ
ー
フ
テ
ィ

ー
ネ
ッ
ト
で
あ
り
、
そ
の
一
翼
を
担

っ
て
い
る
私
た
ち
は
今
回
の
よ
う

な
脱
会
は
大
変
残
念
に
感
じ
て
い

ま
す
。 

私
た
ち
福
祉
協
力
員
も
地
域
の

安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る
活
動
に
、

寄
与
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

松
本 

雅
子
（
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
） 

下
谷 

 

洋
子
（
桐
原
15
区
） 

川
本 

正
恵
（
桐
原
18
区
） 

（
山
根
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
） 

山
本 

町
子
（
高
松
町
内
会
） 

竹
田 

 

愛
子
（
桐
原
19
区
） 

(

丸
小
山
自
治
会) 

十
時
美
由
紀
（
桐
原
21
区
） 

棟
久 

玲
子
（
中
応
寺
フ
ァ
ミ
リ
ー
） 

(

中
応
寺
自
治
会) 

住
田 

信
子
（
桐
原
17
区
） 

中
和 

 

知
子
（
桐
原
21
区
） 

【
桐
原
地
区
】
（
九
名
） 

☆ 

宮
中 

頼
辰
（
下
町
屋
睦
） 

山
手 

 

里
美
（
下
町
屋
８
区
） 

黒
田 

芳
文
（
下
町
屋
８
区
） 

仁
川
美
由
貴
（
下
町
屋
８
区
） 

沼
本 

一
行
（
下
町
屋
９
区
） 

小
笹 

 
 

操 

（
下
町
屋
10
区
） 

梶
田 

 

直
子
（
下
町
屋
10
区
） 

外
和 

 

重
雄
（
下
町
屋
11
区
） 

橋
本 

 

稔 

（
三
入
市
営
住
宅
） 

常
光 

秀
雄
（
下
町
屋
12
区
） 

山
本 

 

彪 

（
下
町
屋
13
区
） 

下
原 

 

貞
子
（
南
原
上
組
） 

上
坊 

 

英
子
（
南
原
七
十
三
石
） 

河
野 

 

和
子
（
南
原
七
十
三
石
） 

岩
田 

 

節
子
（
南
原
中
組
） 

杉
野
美
恵
子
（
南
原
中
組
） 

西
原
佐
登
子
（
南
原
下
組
） 

助
信 

朱
美
（
南
原
下
組
） 

【
南
原
地
区
】（
七
名
） 

☆折出 純 子（南原七十三石）◌ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛 

の 

灯 

 

 

 

 

 (4) 第 89 号        社 協 み い り                令和 3 年 1 月 1 日 

次
の
方
々
が
こ
の
間
に
お
亡
く
な
り

に
な
り
ま
し
た
。 

（
令
和
元
年
12
月
20
日
か
ら 

令
和
2
年
12
月
18
日
現
在
） 

ご
生
前
の
お
も
か
げ
を
偲
び
つ
つ
、 

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

上
町
屋 

笠
野 

恵
子 

様 

74
歳 

上
町
屋 

行
政 

仁
介 

様 

85
歳 

上
町
屋 

宮
本
シ
ズ
ヨ 

 

様 

102
歳 

上
町
屋 

大
上 

 

巌 
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99
歳 

上
町
屋 

菊
田 

正
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様 

90
歳 

上
町
屋 

美
谷 

文
子 
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80
歳 

  

下
町
屋 

沖
田 

玲
子 

様 

59
歳 

下
町
屋 

名
桑 

直
邦 

様 

69
歳 

下
町
屋 

山
田
ナ
ツ
子 

様 

95
歳 

下
町
屋 

谷
口
す
み
え 

様 

67
歳 

下
町
屋 

宮
本 

正
行 

様 

76
歳 

下
町
屋 

岡
崎 

盛
隆 
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89
歳 

下
町
屋 

松
布
千
代
子 

様 

70
歳 

下
町
屋 

河
野
キ
ヨ
コ 

様 

94
歳 

下
町
屋 

関
本 

昌
彦 

様 

89
歳 

下
町
屋 

中
本 

 

茂 

様 

93
歳 

下
町
屋 

関
本 

春
枝 

様 

91
歳 

下
町
屋 

堂
中 

昭
示 

様 

75
歳 

下
町
屋 

森 
 

孝
博 

様 

79
歳 

下
町
屋 

福
岡 

修
司 

様 

48
歳 

上
町
屋 

 

寺
山
ル
ミ
子 

西
本 

勝
則 

越
道 

慶
幸 

椿 
 

稔
治 

  

大
塚 

純
子 

天
野 

初
子 

下
町
屋 

佐
々
木
和
治 

山
田 

善
伸 

池
田 

憲
二 

齋
木 

 

信 
  

谷
本 

順
子 

 

桐 

原 

横
田 

正
幸 

 

竹
田 

愛
子 

 

下
谷 

洋
子 

松
本 

雅
子 

南 

原 

山
口 

卓
壮 

 

稲
田 

博
之 

 

河
野 

和
子 

『
社
協
み
い
り
・
編
集
委
員
』 

地
域
福
祉
功
労
者
表
彰
の
紹
介 

令
和
２
年
度
・安
佐
北
区
社
会
福
祉
大
会
に

お
い
て
、
永
年
に
亘
り
地
域
福
祉
活
動
に
貢
献

さ
れ
た
功
労
者
と
し
て
、
三
入
地
区
で
は
次
の

３
名
の
方
々
に
区
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
よ

り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

正
圖 

 

正
暁
氏 

（ 

上
町
屋 

） 

池
田 

 

憲
二
氏 

（ 

下
町
屋 

） 

沖
野 

 

鈴
夫
氏 

（ 

南 
 

原 

） 

㊗ 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
後
の
一
層
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。 

上
町
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上
町
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菊
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下
町
屋 

沖
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様 

下
町
屋 

安
芸
土
木
建
築
㈱
様 

下
町
屋 

名
桑
美
佐
子 

様 

下
町
屋 

岡
崎 

 

隆 

様 

桐 

原 

中
田
ケ
イ
子 

様 

桐 

原 

新
谷 

幸
枝 

様 

桐 

原 

筆
谷 

龍
太 
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桐 

原 

沖
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重
治 

様 

桐 

原 

山
下
真
紗
子 

様 

桐 

原 

原
田 

清
枝 

様 

桐 

原 

島
津 

清
秋 

様 
桐 
原 

仲
本 

貞
夫 

様 
南 
原 

功
家 

正
芳 

様 

南 

原 
助
信 

譲
二 

様 

南 

原 
田
中 

俊
明 

様 

南 

原 

白
石
智
恵
子 

様 

南 

原 

今
田 
義
博 

様 

南 

原 

益
田
ノ
ブ
子 
様 

次
の
方
々
が
香
典
返
し
等
に
代
え
て
心
の

こ
も
っ
た
ご
厚
志
を
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。  

こ
れ
は
地
域
福
祉
の
向
上
に
対
す
る
深

い
ご
理
解
の
賜
で
あ
り
、
心
よ
り
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。  
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